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＜「安倍専制」＞
　９月３日、自民党役員人事と内閣改造が行われた。
焦点だった自民党幹事長には谷垣禎一前法相、安保
担当相は江渡聡徳防衛大臣の兼務となった。
　今回の改造の主目的は石破茂前幹事長を党三役か
ら追い払うことだった。そのため安保担当大臣とい
う「指定席」までしつらえたのであるが、官邸の思
うようにはいかなかった。
　石破が固辞するなら安保担当相などいらない、と
いう声が自民党内から出ていたことと、結局防衛相
との兼務となったことが、安保担当相の本質を如実
に表している。
　改造前は「集団的自衛権は最重要課題なので、安
保担当相は安全保障に精通した人材が専任でつくべ
き」と言いながら、集団的自衛権問題を政争の具と
していたことが露呈したのである。
　こうしたお粗末な改造劇を糊塗するため、上辺だ
けの「女性活用」を前面に押し出し５名の女性大臣
を任命した。しかしこれら大臣は「女性」というよ
り、ほとんど「思想」によって選ばれたというべき
面々である。
　早速、高市早苗総務大臣、稲田朋美政調会長がハー
ケンクロイツを掲げるファシスト団体幹部との「記

念写真」を暴露され弁明に追われた。さらに山谷拉
致担当相も在特会との関係が指摘されている。
　こうした本当の「危険思想」の持ち主が優遇され
る一方で、集団的自衛権の解禁に疑問を呈した野田
聖子前総務会長は追放された。小渕優子経産相は思
想は関係なく野田へのあてつけであろう。
　さらに危なさでは、高市、稲田に引けをとらない
片山さつきは、石破支持であるため冷遇の憂き目に
あっている。
　また第１次安倍政権をして「お友達内閣」たらし
めた塩崎泰久元官房長官を、厚生労働大臣に任命す
るなど、安倍総理の卑しい人間観がストレートに反
映した人事であり、安倍専制がより露骨にあらわれ
た内閣と言えよう。
　しかし見た目の新鮮さから内閣支持率は上昇し、
さらに朝日新聞の相次ぐ誤報という「敵失」もあり、
原発再稼働、歴史改竄など安倍政権は内外政策にお
ける暴走をさらに加速させようとしている。

＜ IWCでの歴史的敗北＞
　国内的には専制を強める安倍政権であるが、国際
的にはこれに冷や水を浴びせかける事態が続出して
いる。９月 15 日から 18 日までスロベニアで開催さ
れた国際捕鯨委員会（IWC）総会では、日本の強い
反対にもかかわらず「IWC総会が検討するまで捕
獲調査の許可を発給しないよう勧告する決議案」が、
賛成 35、反対 20、棄権５で採択された。
　安倍総理が外遊で訪問した 49 か国のうち、IWC
加盟の反捕鯨国はインド、オーストラリアなど 19
か国に及ぶが、総会において歴訪の成果は発揮され
なかった。（オーストラリアには「鉄の鯨（潜水艦）」
建造を持ちかけてるが、本物の鯨ではよい返事は得
られなかった）
　それどころか安倍総理が２か月前に訪問した

投　稿

暴走加速する安倍政権



2

ある。
　安倍政権は、新幹線セールスのため急遽９月 22
日太田国交相を、インドに派遣するという慌てぶり
である。そうした話は本来モディ首相の訪日時に詰
めておくべきことであろう。
　さらに、訪印前日にスリランカを訪問した習主席
はここでも、約半月前に訪れた安倍総理を凌ぐ歓迎
を受けた。
　まさにオセロゲームで、盤上の石を次々とひっく
り返されていく如き様相を呈しているのが安倍外交
である。

＜拉致被害者帰らず＞
　成果を求め世界を彷徨う安倍総理であるが、期待
の対北朝鮮政策でも行き詰りつつある。
　日本政府が認定している拉致被害者 17 人につい
て、北朝鮮は「５人帰国、８人死亡、４人は入国の
記録なし」としており、これを覆すのは当初から困
難と見られていた。
　日朝政府間協議では、拉致被害者等の消息につい
ての第１回目の報告を「夏の終わりから秋の初め」
に受け取ることが確認されていたが、延期となった。
　政府は９月 19 日に拉致被害者の家族に対し説明
を行ったが、具体的な見通しに関しては何ら説明で
きなかった。
　翌日、菅官房長官は読売テレビの報道番組で「何
が効果的なのか安倍首相も自分もよく知っているの
で、考えながら交渉していく」と述べ、無為無策ぶ
りを露呈した。
　北朝鮮としては、日本人遺骨の調査、いわゆる日
本人妻の帰国を先行させ、制裁解除を取り付ける思
惑と考えられるが、拉致被害者、特定失踪者の相当
数の帰国を要求する日本政府の要求とは大きな隔た
りがある。
　調査機関の立ち上げなど、細部の調整が済んだの
ち、形式を整えるための儀式と考えるのが普通であ
ろう。
　その総仕上げとして考えられていた安倍訪朝が、
アメリカの意向を忖度した日本の都合で実現が難し
くなった以上、北朝鮮も出したくても出せないと
なっているのかもしれない。
　大見得を切った安倍政権としては、引っ込みがつ
かなくなっているのである。

＜「対イスラム国有志連合」へ＞
　安倍政権が右往左往している間に、国際情勢は大
きく転換した。ウクライナでは政権側と親露派との
間で停戦が発効し、散発的な戦闘はあるものの東部

ニュージーランドが、今回の決議を提案、さらにそ
の後鳴り物入りで訪問したブラジルは、南大西洋で
の商業捕鯨を一切禁止する「聖域設置提案」を南米
各国と共同して行っているのである。
　この提案も賛成多数となったものの、賛成 40、
反対 18、棄権２で既定の４分の３以上には達せず
不採択となったが、安倍総理は何をしに行っていた
のかと問われるだろう。
　歴訪で国連常任理事国入り支持を得られたとして
も、国際機関の議決を「法的拘束力はない」と言っ
て開き直り、「調査捕鯨」を強行するようでは国連
での支持はとうてい得られないだろう。
　安倍総理を支持する勢力からは「IWCなど脱退
してしまえ」という威勢のいい声があがっている。
安倍総理はこの声にどのように応えるのだろう。
　
＜インドへの期待と現実＞
　「地球儀外交」「価値観外交」の破綻はそれだけに
とどまらない。
　８月 30 日、訪日したインドのモディ首相に対し、
安倍総理は京都で迎えるなど破格の待遇で接し、９
月１日、東京での首脳会談では経済協力のほか、飛
行艇輸出など軍事協力まで幅広い分野で論議を行っ
た。
　両首相は「日印間での戦略的グローバルシップを
一層強固にする」ことで合意し、対中包囲網形成が
進展するかに思えた。
　しかし、土壇場で日本が目論んだ「日印２＋２」（外
務、防衛閣僚会議）設置はインド側の難色で頓挫し
た。
　それどころか帰国したモディ首相は、中国包囲網
とは真逆のスキームである「上海協力機構」への正
式加盟を表明し、安倍政権を驚愕させた。
　さらに追い打ちをかけるような事態となったの
が、中国の習近平国家主席のインド訪問である。
　９月 17 日訪印した習主席を、モディ首相は自ら
の誕生日ということもあって故郷で歓迎、さらには
ガンジー旧宅に案内するなど、安倍訪印時以上の厚
遇ぶりを示した。
　中印協力はセレモニーレベルに止まらず、日本を
脅かす勢いとなっている。日本はインドに対し今後
５年で 350 億ドルの投資を決定し、中国の同 200 億
ドルを上回っているが、中国は今後貿易拡大や高速
鉄道導入などでさらなる追加投資が考えられる。
　軍事面でもインドは以前からの旧ソ連、ロシアに
加え欧米製の装備を導入しており、価格の安い中国
製の兵器を買っても何ら不思議ではない。なにがな
んでも日本の飛行艇が必要というわけではないので
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　９月 15 日にはパリでイスラム国対策国際会議が
開かれ、NATO諸国、ロシア、中東など 26 カ国か
ら外相が参加し、イスラム国は国際社会の脅威との
認識で一致した。さらに 19 日には国連安保理でも
外相級会議が開かれ、同様の議長声明を採択した。
　現在のところ日本は、この対イスラム有志連合か
ら外されている。パリの会議に岸田外相は招請され
なかったし、戦力の提供は期待されていない。
　しかしイラク戦争時とは違いジプチに前線基地を
置き、アラビア海に艦艇を常駐させている状況下、
今後安倍政権に対する圧力は強まるだろう。
　北朝鮮とロシア外交で睨まれているアメリカに媚
を売り、一連の外交破綻を取り繕うため、イラク再
派兵を進める危険性は十分あり、暴走のアクセルを
踏まさぬよう警戒を強めていかねばならない。

（大阪O）

地域は平穏を取り戻しつつある。
　パレスチナガザ地区に於いてもイスラエルとハマ
スとの停戦は概ね履行されており、破壊された市街
地やインフラの復興が課題となっている。
　こうしたなか急浮上してきたのが「イスラム国」
問題である。イラクにおいて伸長した「イスラム国」
は支配地域をシリアにも拡大している。
　イスラム国にはスンニ派原理主義者だけでなく、
もともと世俗派であったフセイン政権の幹部クラス
も多数参加し、支配地域の行政運営を担っていると
いう。
　「イスラム国」はイラク戦争とその後のイラク傀
儡政権が生み出した怪物であり、責任はアメリカに
ある。
　これに対し、オバマ政権は空爆を開始、イギリス、
オーストラリア、フランスも同調することを表明し
ている。

　哲学者の内山節は「戦後」をめぐって三つの潮流
があるという。①高度成長とともに成立した戦後の
価値観を守り抜きたい人々、②強い国家を目指して
戦後を見直そうとしている人々、③新しい社会づく
りを志してその視点から戦後を見直そうとする人々
　がせめぎあっているとする（雑誌『世界』2014. ９）

１　「劣化」する国家。
　９月 11 日、政府はできれば永久に隠し通そうと
してきた、政府事故調での聞き取り調査における『吉
田調書』を公開せざるを得なくなった。この件で朝
日新聞は「撤退」か「退避」かという日本語解釈を
めぐる「誤報」？の責任を取り社長が辞任せざるを
得なくなった。本来は公開すべき重要な情報を隠し
通そうとした菅官房長官こそが事故原因隠しの責任
をとって辞任すべき案件であるが、政権が吹っ飛ぶ
恐れがあるため、朝日新聞社長の首を取ってごまか
しを図ったものである。「誤報」？の伏線は官邸筋
からの産経新聞への『吉田調書』の再リークに始ま
り、朝日新聞自らの、きわめて不自然な時期の「慰
安婦問題誤報謝罪」である。
　故吉田所長は「結局放射能が２F（福島第二原発）

まで行ってしまう。２Fの４プラントも作業できな
くなってしまう。注水だとかができなくなってしま
うとどうなるんだろうというのが頭の中によぎって
いました。最悪はそうなる可能性がある」（『吉田調
書』中日：2014. ９.12）と述べており、「東日本
5000 万人の避難」＝「日本壊滅」の可能性について、
現場責任者である吉田氏の脳裏をよぎったという事
態の深刻さこそが『調書』の核心であり、他の言葉
づかいや官邸⇔本社⇔現場のやり取りなどは枝葉末
節に過ぎない。我々が３年半後の今日、こうしてま
だ日本に暮らしていられるのは単に“運が良かった”
に過ぎない。国家滅亡の時期に「何も対処できない」
国家とは何ぞや？である。そのような国家は不要で
ある。菅官房長官が「朝日新聞誤報ショー」を企画
して、必死で隠したかったことは現日本国家そのも
のの「無能さ」である。

２　「劣化」した官僚
　官僚の「劣化」を早くから指摘したのは松下圭一
法政大学名誉教授ではなかろうか。しかし、原発事
故で明らかとなったことは、「劣化」どころか「無能」
そのものの官僚の群の実態であった。それをあから

福井　杉　本　達　也
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さまに表現したのが、国会事故調での参考人質疑で、
官僚の原発事故対策のトップであるべき寺坂信昭原
子力・安全保安院長の「私はどうしても事務系の人
間でございますので、これだけの非常に大きな事故、
技術的な知見というものも極めて重要になってく
る、そういった中で、私が残るよりも、官邸の方に
技術的によりわかった人間が残ってもらう方がいい
のではないかというふうに、これは私自身が判断い
たしまして、私が原子力安全・保安院の方に戻った
次第でございます。」（2012.2.15）という発言である。
5000 万人もの国民が難民化する国家存亡の危機に
あっても、「事務屋だから技術的なことは全く分か
らない」と官僚のトップが、平然と恥も外聞もなく、
国会という我が国の最高機関の場で自らの「無能」
をさらけ出したことは、自らがこの社会にとって不
要な存在であること、「劣化」国家に寄生する寄生
虫以外の何ものでもないことを告白している。しか
も、本人自身は告白の意味を理解できないほど「劣
化」しているということである。
　この官僚機構は第二次世界大戦における「敗戦」
を「終戦」と言い換え、「敗戦」を認めず、自らの
責任を回避し、「天皇の官僚」から「米国の官僚」
へと船を乗り換えることによって権力を維持してき
たのである。“親分”を変えたからこそ国民に対し
ては「責任を取らない」のである。

３　専門家・科学者の「劣化」
　日本における専門家・科学者は特別な位置を占め
てきた。特に原子力などについては専門的すぎて、
一般市民にとっては理解不能であり、専門家に管理
を任せるしかないと思われてきた。また、科学技術
による「イノベーション」によって「経済成長」が
見込まれるとし、研究開発に対し財政からの多額の
支援が行われてきた。今回『吉田調書』と同時に福
山哲郎官房副長官の調書も公開された。福山氏によ
ると、福島第一原発１号機の爆発について、班目春
樹原子力安全委員長は菅首相に対し原子炉は構造上
爆発しませんと説明していたが、爆発の映像を見な
がら「爆発ではないかと首相と私はほぼ同時にぐら
いに叫んだ。班目さんは『あちゃー』という顔をさ
れた」（中日：同上）という。この『あちゃー』によっ
て、原子力の専門家・科学者という人たちはほとん
ど信用がおけないことが明らかになった。
　こういった人たちが、日本社会におけるパワー・
エリートとして、日本国家を取り仕切ってきたので
あるが、その中身は何もないスカスカであることが
明らかとなった。
　

４　「経済の成長」を追い求め続ける市民社会
　市民社会も、日本国家が「劣化」していること、
官僚機構も「無責任」で「無用」なこと、専門家・
科学者も「信頼がおけない」ことにうすうす気づい
てはいる。しかし、それでもなお、それらにしがみ
つこうとしている。それを、内山節は①戦後の価値
観を守り抜きたい人々と②強い国家を目指そうとし
ている人々との合流・奇妙な一体化が生まれている
からだと指摘する。それは戦後の価値観を守り抜き
たい人々にとって「経済成長は必須の条件」だった
とし、「経済成長があってこそすべての可能性が開
ける」のであり、「この思考は必然的に強い企業、
強い日本経済を志向」し、「強い国家」と合致する
という。また、経済は「数字で表され」、「明確な形
で結果が生まれる」ことが、「国家の明確化」とい
うも現政権との親和性を増しているとする。
　経済成長がなければ、これ以上の生活の改善は望
めない。年金財政も経済成長を前提に計算されてい
る。成長がゼロ・マイナスであれば将来の年金も減
る。医療費も年平均約 8000 億円上昇し、平成 25 年
には 39 兆３千億円となっており、GDPの 10％を超
えた。75 歳以上の人口も 10 年前の 1.5 倍となり、
介護負担も増すであろう。経済成長は、こうした難
問を解決できるという強固な「信仰」である。
　それは、先の東京都知事選をめぐる選挙戦の総括
で、宇都宮候補を支持した各氏が「原発やエネルギー
政策は重視する政策としては三番目で、福祉や雇用
を最優先に考える人が多数なのです。」「現実に都民
の多くが脱原発を最優先課題だと思っていない中
で、脱原発のシングルイシューで勝つことはできな
い」（海渡雄一『世界』2014. ４）。「原発問題は重視
するけれども、その奥底にもまた目前にも経済問題
がある。経済左派と経済右派に分けると、宇都宮さ
んと田母神さんは経済左派でした」（池田香代子（『世
界』同上）と述べていることからも分かる。
　「マイナス金利」という、お金の貸し手が金利を
負担するという生活常識とは逆転した現象が起きて
いる（日経：2014. ９.18）。通常はお金の借り手が金
利を支払うものである。これは日銀が「異次元緩和」
により損失覚悟で短期国債の買い占めた特殊要因の
影響であるが、それだけ、国内的には国家を除いて、
資金の借り手がいないということでもある。つまり
企業が国内では設備投資をしないということであ
る。日銀は９月４日に今年度４～６月間の実質経済
成長率を発表したが消費税増税の影響もありマイナ
ス 6.8％であった。また、藻谷浩介氏も指摘するよ
うに 1995 年をピークとして日本の生産年齢人口は
減少の一途を辿っており、「限りない経済成長」は
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益々幻想になりつつある。
　福島第一原発事故は「拡大・成長」の延長にあっ
たのであり、無尽蔵のエネルギーを求めて核エネル
ギーを発見・開発し、核燃料を再処理し・高速増殖
炉『もんじゅ』を運転して核燃料サイクルシステム
を回して「永遠のエネルギー」を手に入れ「無限大」
に生産力を発展させ、「限りない経済成長」をしよ
うとしてきたのである。事故は飽くなき「成長」を
求めつづけた結果である。
　「アベノミクス」は実質的に終わっている。
『FINANCIAL TIMES』は「安倍晋三首相の『３本
の矢』は明らかに的を外している。理由はそもそも
矢が３本ないことで、あるのはたった１本、通貨の
下落のみである」（日経：2014.8.29）と揶揄してい
る（より理論的には伊東光晴氏が『アベノミクス批
判』で分析している）。それをあたかもまだ「飛ん
でいる」かのように喧伝しているのは、どうしても
「成長」をあきらめ切れない①戦後の価値観を守り
抜きたい人々の幻想である。
　
５　「戦後」の価値観
　「戦後」の価値観を一言でいえば「平和と繁栄」
ではないか。「繁栄」＝「成長」であるが、一方の「平
和」は日米安保体制の下で、米国の従属下における
「平和」であり、「戦後民主主義」であった。それは
冷戦という特殊事情によるもので、米国がソ連圏と

対峙するにおいて、日本の経済力を必要としたから
であった。「戦後」は日本が経済成長しなくなった
時期（＝ 1990 年前後）で実質的に終わっているの
であるが、それが自覚されるまでにはしばらく時間
がかかった。「繁栄」から「失われた 20 年」として
自覚され、中国が「日本に勝ったにもかかわらず、
負けた日本のほうが繁栄している」状態から、GDP
においては日本に逆転したこと、また同時に冷戦が
終了したことに伴い、「平和」という“建前”の方
もいらないとして独自核武装論や歴史修正主義、中
韓に対する排外主義が勃興してきている。
　さらに内山は踏み込んで「今日の原因をもたらし
た原因のひとつに、戦後のリベラリストや体制批判
派の思考があった」とする。「これらの人びとは、
憲法、とりわけ第九条が明確に維持されれば平和が
守られるかのごとく主張し」、「あたかも明確な民主
主義の国家が形成可能で、明確な平和国家が可能だ
という思考」で述べてきたが、それは「『左』から
の明確な国家をめざす要求」だったのではないか。
今日それを逆手に『右』からの「明確な国家」の要
求が進み始めても（内山「戦後的曖昧さの一掃につ
いて」：『自治労通信』　2014, ９-10）全く対抗でき
ないのだという。
　「劣化した国家」、「成長しない経済」に対し、今
後どのような社会像を構築していくのか、我々の力
量が試されている。

投　稿

都知事選をめぐって都知事選をめぐって
― 統一戦線論（8） ―

▼　２月の都知事選の重要な教訓の一つは、自民・
公明連合を喜ばせ、敵を利し、味方を分裂、分散さ
せるような選挙戦は何としても避けなければならな
いということであろう。たとえ多くの困難が横た
わっていたとしても、勝利しうる可能性が存在する
限り、最大限の統一戦線形成への努力が放棄されて
は、有権者から見放されてしまうということでもあ
る。
　11 月の沖縄県知事選では、自公連合を打ち破る、
勝利の可能性が大きく高まっているだけに、同じこ
とが鋭く問われている。
　９/10、元自民党沖縄県連幹事長の翁長雄志・那
覇市長は市議会９月定例会で、県知事選への出馬を

表明し、「イデオロギーでなく、アイデンティティー
に基づくオール沖縄で、責任ある行動が求められて
いる。今後 100 年置かれる基地を造らせてはならな
い。これ以上の基地の押し付けは限界だ。辺野古へ
の移設は事実上不可能だ」と語った。
　そして９/13、翁長氏は知事選への立候補を正式
に表明し、県内５党・会派（社民党沖縄県連、共産
党沖縄県委員会、沖縄社会大衆党、生活の党、県議
会県民ネット会派）と「埋め立て承認撤回を求める
県民の声を尊重し、辺野古新基地は造らせない ｣こ
とを盛り込んだ ､知事選に臨む基本姿勢および組織
協定に調印し、出馬表明記者会見をおこなった。
　その記者会見の中で翁長氏は「いまや米軍基地は
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沖縄経済発展の阻害要因。政府によって強行されて
いる辺野古・新基地建設に断固反対します」とし、「仲
井真知事が公約を破棄し、辺野古埋め立てを承認し、
新基地建設を認めているわけだが、知事選ではまず
仲井真知事の承認に対する県民の意思をはっきり示
すことだ」という立場を鮮明にしている。このよう
な立場を明確にしたことの意義は極めて大きいとい
えよう。
▼　ところが、この県内５党・会派に加わっていな
い民主党沖縄県連は、県連所属の那覇市議が翁長那
覇市長への出馬要請に加わっていたが、県連が擁立
の条件とする名護市辺野古の埋め立て承認の「撤回」
を翁長氏側が受諾しなかったとして、支援できない
と判断。９/16、県知事選に県連代表の喜納昌吉氏
の擁立を決定。喜納氏は「辺野古移設はダメだとい
う県民の声に応えられるのは、自分しかいない」と
述べ、「埋め立て承認の撤回」を公約に掲げて闘う
とし、県連は近く、民主党本部に喜納氏の推薦を要
請するが、肝心の党本部は辺野古移設を容認してお
り、推薦が得られるかは不透明である。
　翁長氏は先の記者会見で、新基地建設を止める方
法を問われて、「公約を守らなかった知事の埋め立
て承認は県民の理解を得たものではない。まず知事
選の争点として、仲井真知事の埋め立て承認につい
て県民の意思をはっきりさせる中から、方法を具体
的にやっていきたい」と述べるにとどまっていたの
も事実である。
　翁長氏はかつて自民党県連幹事長を務め、15 年
前の県議時代、辺野古移設推進決議案を可決させた
旗振り役であり、過去のインタビューでは「ぼくは
非武装中立では、やっていけ
ないと思っている。集団的自
衛権だって認める」などと発
言している。そうしたことか
ら仲井真知事が公約を反故に
したように、翁長氏に不安を
抱いている人がいるのも事実
である。そして「一度は県知
事が認めた埋め立てを、新知
事が白紙に戻せるのか」とい
う不安を煽り立てることが、
埋め立て工事を強引に推し進
め、基地建設を既成事実化し
たい政府・与党側の狙いでも
ある。
　しかし、かつてこのように
発言し、行動していた翁長氏
が、「今や沖縄の米軍基地は、

沖縄経済発展の阻害要因となっております。その意
味で辺野古新基地の建設には断固反対します」と発
言し、行動するように変化せざるを得ない、それこ
そ沖縄の地殻変動が生じているのだといえよう。
▼　こうした情勢を受けたのであろう、翁長氏は９
/16 の那覇市市議会９月定例会で、仲井真知事が米
軍普天間飛行場の辺野古移設に向けて埋め立てを承
認したことの是非が知事選の争点になるとした上
で、「私は承認しないと決意表明している。県民の
判断が下された後に、承認の撤回、取り消しの選択
を視野に入れて頑張りたい」とあらためて辺野古新
基地建設に反対し、さらに承認の撤回や取り消しも
検討する考えを示している。
　ところで、９/7 投開票の沖縄統一地方選では、
全当選者のうち 208 人（54％）が名護市辺野古への
移設に反対し、県外・国外移設や無条件閉鎖を求め
ている。辺野古移設賛成は 46 人（12％）にとどまり、
仲井真知事の県政運営に対し、「評価しない」は
160 人（42％）で「評価する」の 143 人（37％）を
上回る結果であった。
　焦点の名護市議選（定数 27）では、辺野古移設
に反対する稲嶺進市長を支える候補 14 人が当選し、
１人は落選したが議会の過半数を守り、市政には
是々非々だが移設に反対する公明の２人を加える
と、反対派は 16 人に増えている。移設反対派 19 人
の得票率の合計は 58.1％に対し、容認派の得票率
（41.9％）を 16.2 ポイントも上回る結果であった。
これは１月の名護市長選での稲嶺氏の得票率より
も、市議選で移設反対を求める有権者の割合は２ポ
イント以上増えており、反対の声は衰えるどころか
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強まっていることを示している。
　一方、宜野湾市（定数 26）では、定数が減る中、
保守系与党候補が改選前と同じ 15 議席を確保、那
覇市に次ぐ大票田の沖縄市（定数 30）でも、４月
に市政を奪還した桑江朝千夫市長を支える与党が改
選前と同じ過半数を維持、石垣市（定数 22）でも、
３月に再選された中山義隆市長を支持する与党が１
議席増やして 14 議席の多数を確保している。「基地
ノー」の大きなうねりが顕在化する一方で、基地問
題を不問に付し、争点を経済問題にすり替える保守
の基盤が依然として根強いことも同時に明らかにし
ている。
▼　８/27 付琉球新報社説は、「辺野古中止８割　
だめなものはだめだ」と題して、「辺野古移設強行
に反対する民意は固かった。むしろ強固になってい
る。政府が米軍普天間飛行場の名護市辺野古移設に
向けた海底掘削調査を開始したことを受けた県内電
話世論調査で「移設作業は中止すべきだ」との回答
が 80.2％に上った。「そのまま進めるべきだ」は４
分の１以下の 19.8％にとどまる。普天間問題の解決
策について、県外・国外移設や無条件閉鎖・撤去を
求める意見の合計は 79.7％に達した。４月の調査よ
り 6.1 ポイント増えている　辺野古反対は圧倒的に
世論が支持している。８割の反対を無視した辺野古
移設は不可能だ。それでも強行するなら、この国は
独裁国家でしかない。」と、安倍政権の独裁国家と
しての本質を鋭く突いている。
　さらに９/18 付琉球新報社説は、「官房長官来県
　沖縄の現実を直視すべきだ」と題して「菅氏が今
回会談した地元関係者は知事と佐喜真淳宜野湾市長
だけだ。移設に反対する地元の名護市長とはなぜ会

わないのか。これでは「県民の思いに寄り添い」と
いう表明は空々しく聞こえるだけだ。菅氏は先日、
移設問題に関して「最大の関心は県が埋め立てを承
認するかどうかだった。もう過去の問題だ。（知事
選の）争点にはならない」と言い、県民のひんしゅ
くを買った。世論調査では約８割が移設作業の中止
を求めている。県民の率直な意見には耳を傾けず、
これで「沖縄の状況を視察してきた」と説明されて
はたまらない。民意を無視して作業が強行される状
況を、多くの県民が苦々しく見ている。20 日には
辺野古で大規模な集会も再度予定されている。辺野
古は過去ではなく、現在進行形の問題であるという
現実を直視すべきだ。」と、手厳しく批判している。
　その９/20、辺野古現地の浜で開かれた「止めよ
う新基地建設！９・20 県民大行動」には前回 8/23
の米軍キャンプ・シュワブのゲート前での最初の集
会を上回る 5500 人の人々が参加し、新基地建設反
対の意志と行動の広がりをあらためて示している。
そしてこの９・20 県民大行動には翁長那覇市長も
登壇し、辺野古新基地建設を止めるために、県知事
選挙にかならず勝利しよう、という決意表明が行わ
れている。
　この県民行動に連帯して、８/20 同日「沖縄－東
京－大阪－京都をむすんで辺野古新基地建設反対の
全国同時アクション」が行われ、大阪においても集
会とデモが展開された。写真はその時のデモである
（筆者撮影）。
　いよいよ県知事選が近づき、統一戦線とその帰趨
が問われようとしている。

（生駒　敬）



8



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


